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山

本

四

β良

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
論
稿
は
、
吉
田
・
エ
パ
ー
ツ
協
定
に
関
し
、
「
吉
田
清
成
関
係
文
書
」

（
京
都
大
学
文
学
都
博
物
館
所
蔵
）
に
あ
る
吉
田
自
身
の
書
翰
控
を
用
い
て
、

従
来
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
吉
田
の
感
想
を
叙
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。　

吉
田
・
エ
バ
ー
ツ
協
定
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
七
月
二
五
日
調
印

さ
れ
た
、
条
約
改
正
中
の
税
権
回
復
に
関
す
る
協
定
で
、
改
正
の
第
一
歩
を

印
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
の
諸
国
と
の
改
正
が
成
立
し
た
と
き
に
実
施
さ
れ

る
と
い
う
条
件
で
、
翌
七
九
年
四
月
八
臼
に
厚
誼
書
を
交
換
し
た
が
、
イ
ギ

リ
ス
を
主
導
国
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
各
国
の
強
い
改
正
反
対
の
た
め
、
結
果

的
に
は
実
施
を
み
る
に
歪
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
で
あ
る
。

　
本
協
定
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
戦
前
は
山
本
茂
氏
の
大
著
『
条
約
改
正
史
』

に
も
『
日
本
外
交
文
書
』
の
未
刊
の
た
め
僅
か
よ
り
触
れ
ら
れ
ず
、
戦
後
も

若
干
詳
し
い
程
度
で
あ
っ
た
が
、
石
井
孝
氏
の
『
明
治
初
期
の
国
際
関
係
』

（　

緕
ｵ
七
年
吉
川
弘
文
館
）
が
公
刊
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
外
交
文
書
の

外
に
も
各
種
の
史
料
・
資
料
を
博
捜
し
て
叙
述
さ
れ
た
（
以
下
同
書
は
△
印

を
付
し
音
数
を
示
す
）
。

　
「
吉
田
清
成
関
係
文
書
」
は
、
告
田
の
発
信
控
の
大
型
の
ノ
ー
ト
が
三
冊

あ
り
、
と
く
に
そ
の
第
二
冊
（
整
理
番
号
三
六
三
七
）
が
重
要
で
あ
る
（
こ

れ
に
は
函
数
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
A
印
を
付
し
《
6
7
等
と
記
す
）
。
な
お

百
年
以
上
を
経
て
い
る
の
で
、
一
部
字
が
薄
れ
て
読
解
困
難
の
箇
所
が
あ
る
。

『
日
本
外
交
文
書
』
は
「
外
文
」
と
略
記
し
、
条
約
改
正
関
係
の
第
一
巻

（
第
一
・
工
冊
が
あ
り
、
対
米
関
係
は
第
二
冊
で
あ
る
。
第
一
、
二
冊
の
通

し
ぺ
…
ジ
で
頁
数
の
み
記
す
る
）
を
主
と
し
て
利
用
す
る
。

　
　
　
既
刊
書
で
は
ト
リ
ー
ト
博
士
の
『
一
杁
藝
一
聯
日
米
外
交
史
』
　
（
村
川
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堅
固
訳
、
右
文
館
、
一
九
二
三
）
が
ビ
ソ
ガ
ム
に
つ
い
て
糖
当
詳
し
く
、

ま
た
鹿
島
守
之
助
著
『
日
米
外
交
史
』
（
鹿
島
研
究
所
、
一
九
五
八
）
が

手
際
よ
く
纒
め
て
い
る
が
石
井
前
掲
書
が
質
量
と
も
に
第
一
と
す
べ
く
、

他
は
凡
て
触
れ
な
い
。
　
「
外
文
」
は
の
ち
各
年
ご
と
の
分
に
条
約
改
正

関
係
も
入
り
、
前
出
の
も
の
と
多
く
重
複
す
る
の
で
一
々
出
典
と
し
て

あ
げ
な
か
っ
た
。
〔
〕
は
筆
者
の
注
記
で
あ
る
。

一
　
交
渉
開
始
ま
で

　
吉
田
の
対
米
交
渉
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
略
記
に
止
め
る
。

岩
倉
大
使
帰
朝
後
直
ち
に
改
正
の
研
究
に
着
手
す
る
予
定
が
、
内
地
の
混
乱

で
の
び
の
び
と
な
り
、

　
〇
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
】
○
月
二
八
日
着
手

　
○
同
年
一
　
月
一
六
日
寺
島
外
務
掴
が
各
国
公
使
と
対
話
の
際
、
米
デ
匿

　
　
ン
グ
公
使
改
正
の
見
込
み
を
問
い
、
寺
島
は
「
追
々
評
議
」
と
答
え
る
。

　
〇
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
二
月
勢
焔
は
三
条
太
政
大
臣
に
条
約
改
正
全

　
　
権
委
員
の
選
任
と
談
判
着
手
の
意
見
を
具
申
し
、
五
月
一
〇
日
条
約
改

　
　
締
書
案
取
調
局
設
置
、
そ
の
四
日
後
改
正
に
好
意
的
な
米
ビ
ン
ガ
ム
公

　
　
使
が
、
本
国
政
府
は
改
正
を
承
知
す
る
と
の
私
見
を
述
べ
る
。

　
○
　
八
七
五
（
明
治
八
）
年
三
月
、
寺
島
は
条
約
改
正
の
約
定
（
一
八
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
？

　
　
二
年
七
月
頃
よ
り
二
年
半
を
経
、
圏
内
静
説
の
今
、
改
正
の
好
機
で
あ

　
　
る
と
三
条
太
政
大
臣
に
廟
議
決
定
を
求
め
る
。

　
○
同
年
一
一
月
寺
島
は
税
権
改
正
を
主
と
す
る
方
針
を
大
政
官
の
承
認
を

　
　
得
、
各
国
駐
在
公
使
に
交
渉
を
命
じ
た
が
、
パ
ー
ク
ス
英
公
使
の
反
対

　
　
で
挫
折
。

　
〇
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
三
月
、
寺
島
は
九
日
に
再
上
申
し
、
二
二
貝

　
　
決
裁
、
甲
号
は
公
使
が
任
国
政
府
と
談
判
の
際
展
示
し
て
差
支
な
い
事

　
　
項
、
乙
号
は
公
使
の
心
得
迄
に
達
す
る
つ
も
り
の
も
の
（
「
外
交
」
P
鰯
、

　
　
甲
号
は
P
鮒
～
緬
、
乙
号
は
P
鰯
～
㎜
）
。

　
右
体
・
乙
号
は
吉
田
駐
米
公
使
へ
は
七
六
年
四
月
二
五
日
、
そ
の
他
四
国

公
使
へ
は
半
年
後
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
甲
号
は
四
月
二
四
貝
、
標
号
は
翌
二

五
日
決
定
、
吉
田
公
使
へ
右
甲
・
乙
号
に
基
き
交
渉
せ
よ
と
通
達
さ
れ
る
の

が
右
の
乙
号
決
定
の
四
月
二
五
日
置
あ
る
。
こ
の
訓
令
に
は
「
程
上
米
国
々

務
獅
へ
漫
談
有
之
玉
成
ヲ
期
シ
候
欝
欝
尽
力
可
有
之
」
と
あ
る
。
右
の
甲
号

は
「
海
関
税
ノ
義
二
付
訓
令
状
」
と
あ
る
。

　
　
　
右
鴬
笛
は
重
要
で
あ
る
が
、
概
要
を
記
す
。
は
じ
め
に
明
治
四
年
に

　
　
翌
年
改
正
交
渉
を
は
じ
め
る
と
の
意
を
示
し
た
が
、
種
々
の
事
情
で
の

　
　
び
の
び
に
な
っ
た
と
し
、
本
論
に
入
る
。
現
今
条
約
は
改
定
増
補
の
必

　
　
要
が
少
く
な
い
が
、
と
り
わ
け
一
八
六
六
年
新
定
約
書
に
掲
げ
る
貿
易

　
　
章
程
、
税
関
征
税
の
二
で
、
「
筍
ク
モ
合
衆
国
政
府
二
事
情
ヲ
吐
露
シ

　
　
テ
深
思
敦
…
慮
セ
シ
メ
ハ
福
二
於
テ
モ
果
シ
テ
定
量
ノ
権
ヲ
我
二
三
シ
我
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征
税
法
二
因
テ
漏
…
税
預
防
ノ
法
ヲ
設
ケ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
事
ヲ
知
得
ス

ル
ニ
董
ル
ヘ
シ
」
と
し
、
こ
れ
は
我
政
府
の
確
儒
す
る
と
こ
ろ
で
、
か

く
て
条
約
重
修
の
完
成
は
我
政
府
が
切
望
す
る
と
こ
ろ
、
現
況
で
は
輸

入
超
過
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
増
税
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
か
く
す
れ
ば
政

府
は
外
圏
と
親
好
し
よ
う
と
し
て
も
人
民
が
不
快
を
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。

付菱　五分税計算㈹と実収⑧との差　1874．備考一輸入額の多い

　　　ものとA，Bの差の多いものを抄出する
　　　　　　　　　　　　　　　　　（「外文」p．364左付蓑）

船用綱

t’tt

@円　　1，744
　　　885

白砂糖 モスリン
アレーム

23，。6潤 　　　澗

51，869

46，0169，363

赤砂糖

　　　　　円

76，069

52，702

生金由

　　　　　　門

130，80tr9

119，950

木綿糸

　　　　　円

166，032

161，826

A
　
　
B

硝子 総合言十

　冊　　　元セント
1，696　ii　498，676　35

964　il　41g，sgg　3s

棟石鹸

　　　円
　1，967

　798

木与肌着
同童子

　　　円
　8，459

　3，920

ホ
物一
織

テ
綿

　　　　円

4，714

3，158

A
　
　
B

　
　
「
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
我
政
府
ハ
文
明
各
国
二
行
ハ
ル
・
貿
易
上
郵
相
ノ
理

　
　
二
基
キ
特
別
ノ
約
書
ヲ
以
テ
之
力
契
約
ヲ
立
ル
ヲ
便
利
ナ
リ
ト
認
ム
ル

　
　
ト
キ
ハ
則
挙
行
ス
ヘ
シ
ト
ノ
意
ナ
リ
」
。
　
か
っ
こ
の
「
互
相
ノ
理
」
に

　
　
従
っ
て
日
本
は
輸
出
税
を
廃
し
、
な
お
不
十
分
な
ら
一
～
数
港
を
開
く
。

　
　
ま
た
各
国
は
「
互
相
ノ
理
」
に
従
っ
て
、
日
本
に
対
し
て
独
立
国
の
権

　
　
理
た
る
沿
海
貿
易
の
権
を
認
め
よ
と
し
、
一
八
六
六
年
の
条
約
改
締
が
、

　
　
日
本
側
の
外
交
未
君
門
の
な
す
と
こ
ろ
と
し
て
、
ミ
ル
ラ
ル
作
製
の
五

　
　
分
税
と
実
収
と
の
差
の
表
（
一
部
上
掲
付
表
）
を
付
し
た
。

　
右
は
要
す
る
に
、
今
ま
で
の
改
正
車
山
の
諸
経
験
を
総
合
し
て
も
り
こ
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
が
、
日
本
の
外
交
無
智
に
つ
け
こ
ん
で
、

い
か
に
利
益
を
え
て
い
た
か
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
寺
島
と
し
て
も
「
万
圏

の
通
議
し
「
互
相
の
理
」
に
立
て
ば
改
正
は
当
然
と
し
た
も
の
の
、
列
強
が

容
易
に
こ
れ
に
応
ず
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
日
本

の
国
家
財
政
上
最
も
緊
要
な
税
権
の
園
復
を
第
一
と
し
、
好
意
的
な
ア
メ
リ

カ
と
交
渉
し
て
突
破
口
を
胴
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
乙
号
は
、
こ
の
交
渉
は
至
難
で
あ
り
、
法
律
の
整
備
に
は
暗
日
を
要

　
　
す
る
の
で
、
友
人
中
の
実
力
者
を
頼
っ
て
政
府
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い

　
　
と
い
う
も
の
で
、
別
の
文
書
で
雇
人
法
律
家
の
こ
と
、
そ
の
他
を
述
べ

　
　
て
い
る
。

　
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
は
、
既
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
よ
り
約
半
年
遅
れ
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て
一
一
月
に
交
渉
開
始
を
達
し
て
い
る
が
、
翌
一
八
七
七
（
明
治
　
○
）
年

五
月
頃
に
挫
折
の
形
勢
に
あ
り
、
ま
も
な
く
不
成
功
に
終
る
。
（
△
㎜
～
鵬
）

二
　
吉
田
の
交
渉
開
始

　
既
述
の
よ
う
に
、
吉
濁
に
交
渉
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
の
が
一
八
七
六
（
明

治
九
）
年
の
四
月
二
五
霞
で
、
吉
田
が
交
渉
開
始
を
待
つ
ば
か
り
の
と
き
に
、

ア
メ
リ
カ
の
事
情
は
、
ビ
ソ
ガ
ム
公
使
が
改
正
は
明
白
と
す
る
の
に
対
し

（一

肢
鼡
纉
喆
t
本
国
宛
電
報
に
も
）
、
国
務
長
官
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
必
ず
し

も
賛
同
せ
ず
、
そ
の
理
崩
は
、
予
想
さ
れ
る
利
益
が
少
な
く
か
つ
不
確
実
、

そ
の
上
ア
メ
リ
カ
が
単
独
で
条
約
を
結
ぶ
と
、
ア
メ
リ
カ
は
他
国
以
上
に
輸

入
品
に
課
税
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
に
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
ア
メ

リ
カ
が
有
利
な
条
件
を
得
て
も
最
恵
国
待
遇
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
そ
の
利
に
浴

す
る
の
で
は
な
い
か
、
か
つ
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
と
の
協
力
を
放
棄
す
る
わ
け
に
は

い
か
ぬ
と
述
べ
た
（
三
月
九
日
）
。
ビ
ソ
ガ
ム
は
そ
れ
に
反
論
す
る
が
（
五
月

八
日
）
、
詳
細
は
略
す
る
（
△
旗
～
鷹
）
。
と
も
か
く
雨
冠
の
考
え
は
…
致
せ

ず
、
こ
れ
が
の
ち
の
交
渉
に
も
現
わ
れ
る
。

　
告
田
が
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
面
会
し
た
の
は
、
訓
令
を
う
け
て
か
ら
四
〇
旨
後

の
六
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
二
つ
の
質
問
を
し
、

自
分
の
意
見
を
言
わ
な
か
っ
た
。
二
つ
の
質
問
と
は
、
ω
ア
メ
リ
カ
に
対
し

廃
税
す
る
な
ら
、
葭
本
に
い
る
ア
メ
リ
カ
人
以
外
の
外
人
が
購
本
商
品
を
ア

メ
リ
カ
に
送
る
の
も
廃
税
と
す
る
か
、
②
ア
メ
リ
カ
人
が
臼
本
物
品
を
他
国

に
輸
山
頃
す
る
自
身
は
廃
税
か
、
と
い
う
に
あ
っ
た
。
本
省
の
訓
令
が
そ
こ
ま

で
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
吉
田
も
と
ま
ど
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
吉
田

自
身
も
、
二
つ
の
疑
問
を
も
っ
た
。
㈹
米
国
人
が
他
国
の
物
品
を
日
本
に
輸

入
す
る
場
合
の
課
税
、
ω
外
図
人
が
米
圏
の
物
口
㎜
を
日
本
に
輸
入
す
る
場
合

の
課
税
、
で
あ
る
。
以
上
四
点
を
六
月
＝
一
日
付
で
本
國
に
講
劉
、
ニ
ニ
日

の
分
は
さ
ら
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
省
は
六
月
二
三
日
に
回
訓
す
る
。
ω

②
米
国
人
が
米
国
に
輸
出
す
る
と
き
の
み
廃
税
、
㈹
課
税
す
る
、
ω
防
ぐ
方

法
を
考
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
吉
田
は
右
に
付
加
え
て
い
う
。
談
判
を
進
め
る
と
、
種
々
疑
問
点
が
出
て

く
る
。
条
約
が
各
国
一
斉
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
疑
義
も
よ
ほ
ど

消
滅
す
る
。
し
か
し
一
斉
成
功
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
「
一
箪
或

は
数
港
を
新
に
開
く
」
と
い
う
点
も
、
二
才
な
り
三
口
な
り
決
定
し
、
署
名

も
付
し
て
ほ
し
い
、
と
。
こ
の
な
か
で
六
月
一
五
日
に
も
国
務
卿
に
会
い
、

諸
計
数
衷
に
つ
き
質
問
を
う
け
、
讐
え
て
お
い
た
、
と
述
べ
る
（
「
外
文
」
P

輯
～
緬
、
△
は
P
脚
に
略
記
）
。

　
そ
れ
に
対
し
て
寺
島
は
電
報
で
回
訓
す
る
（
「
外
文
」
P
御
、
全
文
△
P
”

引
用
）
。
要
す
る
に
吉
田
は
ア
メ
リ
カ
と
単
独
で
交
渉
を
進
め
よ
う
と
し
、

等
島
外
務
卿
は
各
国
と
の
合
意
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
寺
島
の
態

度
は
石
井
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
音
田
と
も
ビ
ソ
ガ
ム
と
も
異
な
る
の
で
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あ
る
。
こ
の
電
文
は
片
仮
名
と
一
部
英
語
も
混
る
も
の
で
、
漢
字
に
な
お
す

と
、
冒
頭
「
税
則
論
は
唯
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
全
条
約
国
凡
て
に
談
判

す
る
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
　
「
ア
メ
リ
カ
ば
か
り
の
事
な
ら
答
う
る
に
及
ば

ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
詳
細
に
述
べ
た
の
が
「
吉
田
公
使
へ
別
儒
第

七
号
」
で
、
「
六
月
廿
三
日
附
四
日
嵐
」
と
あ
り
、
「
四
日
」
が
廿
四
日
の
略

か
七
月
四
日
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
吉
田
の
「
劉
信
第
六
号
」
（
六
月
二
九

日
、
「
外
文
」
p
柳
～
靭
）
に
よ
る
と
、
　
二
八
日
に
別
紙
写
（
こ
れ
が
「
外

文
」
の
注
で
は
、
見
当
ら
な
い
が
、
さ
き
の
片
仮
名
英
単
語
交
り
の
も
の
参

照
と
あ
り
）
を
う
け
と
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
さ
き
の
電
報
を
吉
田
は
よ
う
や

く
二
八
日
に
受
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
詳
述
し
た
も
の
（
前
出
、
P
”
、
二

〇
五
号
）
に
つ
い
て
は
石
井
氏
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
と
も
か
く
も
、
吉
田

が
さ
き
に
、
各
国
と
一
斉
に
成
功
す
る
の
は
容
易
で
な
い
、
と
述
べ
て
い
る

の
に
対
し
、
寺
島
は
案
外
簡
単
に
考
え
、
吉
田
に
、
ア
メ
リ
カ
と
単
独
で
交

渉
を
す
す
め
る
の
で
は
な
い
の
だ
、
と
、
ま
る
で
叱
責
す
る
か
の
ご
と
き
文

面
で
あ
る
。
寺
島
は
…
体
イ
ギ
リ
ス
の
強
硬
な
態
度
を
、
ど
う
理
解
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
も
か
く
も
、
吉
田
は
電
報
を
受
取
っ
た
翌
日
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
面
会
し
た
。

そ
の
報
告
が
前
出
「
自
信
第
六
号
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
詳
細
は
略
す
る

が
（
△
P
認
）
、
要
は
日
本
が
輸
出
税
を
廃
止
し
薪
た
に
諸
港
を
開
く
と
い
う

も
、
最
恵
国
待
遇
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
利
益
に
な
る
保
証
は
な
い
、
と
い

う
の
で
あ
る
。
吉
田
は
、
ア
メ
リ
カ
の
不
利
に
な
ら
訟
よ
う
に
す
る
、
と
説

く
の
で
あ
る
が
、
ビ
ン
ガ
ム
と
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
は
意
見
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

両
人
と
も
に
「
万
国
の
通
議
』
「
互
相
の
理
」
に
基
き
、
最
初
に
日
本
と
改
正

条
約
を
結
ぶ
の
は
名
誉
と
す
る
が
、
ビ
ソ
ガ
ム
は
、
だ
か
ら
や
れ
、
で
あ
り
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
利
益
と
な
る
か
、
を
考
え
る
。

　
吉
田
と
し
て
は
最
初
の
壁
に
ぶ
つ
つ
か
る
。
し
か
も
寺
島
は
ア
メ
リ
カ
単

独
で
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
畑
田
は
、
各
繍
と
交
渉
し
て
過
半
数
が
同
意
す

れ
ば
一
挙
に
改
正
を
強
行
し
て
は
と
い
う
。

　
つ
ぎ
に
「
外
文
」
に
、
七
月
七
面
付
に
お
い
た
吉
田
の
雄
島
宛
の
も
の
が

あ
り
、
　
「
朔
治
九
年
七
月
七
β
付
来
　
爵
号
　
私
信
ノ
体
裁
ニ
テ
来
ル
」
の

駐
記
が
あ
る
。
「
七
月
七
日
付
来
」
が
、
吉
田
が
七
月
七
厩
付
で
出
し
た
と

い
う
意
味
な
ら
ば
、
本
省
に
着
い
た
の
は
か
な
り
後
で
あ
る
。
は
じ
め
に

「
附
記
」
と
し
て
「
米
国
二
於
テ
ハ
税
権
回
復
交
渉
ノ
好
機
会
ナ
ル
旨
報
告

ノ
件
」
と
あ
り
、
外
務
卿
宛
吉
田
公
使
の
次
に
「
各
国
ヲ
シ
テ
西
下
二
我
無

題
二
同
意
セ
シ
ム
ル
ハ
行
ハ
レ
難
ク
ニ
付
先
ツ
寸
意
ス
ル
所
ノ
国
ノ
ミ
ヲ
相

手
二
取
り
各
国
異
別
々
二
改
約
ヲ
遂
ク
ル
ノ
外
手
段
有
之
間
敷
云
々
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
は
更
に
「
日
直
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
」
に
付
便
宜
上
こ
こ
に
お
い
た

「
附
記
　
於
ペ
ソ
シ
ル
ワ
ニ
ア
捌
ブ
リ
ッ
チ
ボ
ル
ト
邑
」
と
あ
る
の
が
あ
る
。

と
も
に
長
文
で
あ
る
（
「
外
文
」
P
劔
～
榔
、
榴
～
梱
、
△
に
引
用
せ
ず
）
。

　
前
春
の
内
容
は
表
題
の
ご
と
く
、
各
国
協
同
す
る
の
で
な
け
れ
ば
実
効
は
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な
い
が
、
そ
れ
は
む
つ
か
し
く
、
一
霞
つ
つ
交
渉
し
て
同
意
し
た
と
こ
ろ
が

ら
改
定
す
る
よ
り
な
い
と
す
る
。
し
か
も
薩
務
卿
の
前
の
言
の
よ
う
な
懸
念

が
あ
る
。
吉
田
と
し
て
も
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
後
者
は
、
現
政
府
は
来
年
三
月
一
日
に
代
る
、
だ
か
ら
多
少
の
批
評
を
う

け
て
も
改
正
に
応
ず
る
だ
ろ
う
し
、
現
大
統
領
・
国
務
卿
は
書
本
に
好
意
的

で
あ
る
、
次
期
大
統
領
は
世
論
を
恐
れ
、
国
務
卿
予
定
者
は
イ
ギ
リ
ス
風
、

ビ
ソ
ガ
ム
公
使
も
交
代
ら
し
く
、
従
っ
て
今
こ
そ
改
正
を
実
現
す
る
好
機
で

あ
り
、
米
一
国
で
も
早
く
目
的
を
達
成
す
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
は
吉
田

の
功
名
心
も
あ
ろ
う
し
、
次
期
政
権
へ
の
主
観
的
判
断
も
あ
ろ
う
。

　
右
は
田
中
内
務
大
筆
〔
不
二
麿
〕
の
本
国
帰
朝
に
托
し
た
も
の
で
（
田
中

は
八
月
九
日
帰
朝
）
、
次
に
九
月
七
日
付
寺
島
外
務
卿
宛
の
「
別
信
八
号
」

（「

O
文
」
P
榔
～
柵
、
△
P
”
～
㎜
）
も
長
文
で
あ
る
が
、
趣
旨
は
右
の

田
中
に
托
し
た
も
の
と
変
ら
な
い
。
諸
書
に
吉
田
は
日
米
条
約
案
を
送
っ
た
。

こ
れ
は
吉
田
の
註
記
が
あ
っ
て
、
　
「
本
文
勿
卒
に
翻
訳
為
致
煮
付
」
と
あ
る

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
提
示
と
と
る
べ
き
よ
う
に
み
え
る
（
「
外
文
」
p
梛
～

卿
）
。
石
井
氏
は
単
に
「
厨
米
条
約
案
を
も
同
封
し
た
」
と
述
べ
る
。
も
っ

と
も
こ
れ
に
は
、
花
斎
鎌
質
出
航
機
が
迫
っ
た
か
ら
草
卒
に
立
案
し
た
と
あ

る
か
ら
、
ア
メ
ジ
カ
の
提
案
を
翻
訳
し
た
上
で
吉
田
が
立
案
し
た
と
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
半
月
後
修
正
し
た
も
の
（
「
外
文
」
九
月
二
一
日
、

晦
甥
〈
P
2
7
　
4
〉
が
添
書
で
、
修
正
条
約
は
「
外
文
」
晦
蜘
、
P
珊
～
靭
）
を

全
文
引
湯
し
（
△
P
㎜
～
祖
）
、
そ
の
要
旨
を
ω
β
本
が
関
税
自
主
権
を
も

つ
宣
言
（
第
一
条
）
、
②
そ
の
代
償
に
新
開
港
場
を
開
く
（
第
四
条
）
と
あ
る

が
、
輸
出
税
の
廃
止
は
な
く
、
爾
国
政
府
が
そ
の
輸
出
入
品
に
差
別
関
税
を

課
さ
な
い
、
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
右
に
対
す
る
本
国
政
府
の
回
訓
は
コ
月
～
○
β
で
あ
る
（
「
外
文
」
翫
撫

P
籾
～
柵
、
△
P
蹴
）
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
要
は
右
の
案
で

ア
メ
リ
カ
が
ど
う
で
る
か
試
み
て
み
よ
、
と
い
う
に
あ
る
。

三
　
吉
田
の
感
想
－
一
九
七
穴
年

　
以
上
の
時
期
の
吉
田
の
感
想
を
書
翰
控
よ
り
見
て
み
よ
う
。
吉
田
が
フ
ィ

ヅ
シ
ュ
と
交
渉
開
始
し
た
の
は
六
月
四
日
で
、
九
月
以
前
は
右
改
正
に
関
し

て
触
れ
た
私
信
は
な
い
。
九
月
二
二
日
に
岳
父
志
村
跡
職
に
あ
て
た
手
翰

（
画
7
3
～
8
6
）
で
も
、
来
年
は
公
使
館
を
移
転
す
る
と
か
、
こ
の
頃
は
徒
然

で
あ
る
と
か
、
日
常
的
な
こ
と
が
多
い
が
、
同
日
付
で
大
隈
に
宛
て
た
も
の

（
《
8
7
～
8
8
）
の
な
か
に
、
左
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　
定
窯
改
丁
之
儀
に
付
先
便
花
房
え
托
し
申
立
置
候
次
第
も
有
之
、
猶

　
　
今
般
増
加
い
た
し
度
ケ
条
も
有
之
、
送
致
端
整
無
間
、
膿
兄
方
に
お
ひ

　
　
て
充
分
之
御
尽
力
有
之
、
可
相
成
は
愈
々
着
手
温
言
候
様
翼
望
之
至
に

　
　
御
坐
候
。
貿
易
上
之
不
平
均
従
前
三
四
年
余
こ
と
く
、
今
五
ケ
年
も
打

　
　
続
心
様
に
蔀
は
、
濁
計
上
パ
ン
ク
ラ
プ
ト
シ
…
之
憂
遠
に
有
之
ま
し
く
、
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苦
慮
之
至
に
不
堪
候
。
○
輸
出
税
は
成
丈
迅
速
御
廃
止
粗
成
候
様
致
度

　
　
候

　
そ
の
翌
日
の
九
月
二
三
日
松
方
正
義
に
宛
て
た
書
翰
（
息
8
9
～
9
2
）
の
な

か
に
は
左
の
如
く
述
べ
る
。

　
　
　
海
関
税
欝
欝
音
詩
儀
に
付
、
条
約
草
案
取
調
先
便
花
房
大
饗
へ
托
し

　
　
差
立
候
闘
、
自
ら
御
覧
可
溶
下
と
存
候
。
何
卒
此
一
挙
は
盤
台
方
之
所

　
　
に
て
能
く
御
尽
力
不
被
下
条
て
は
難
風
候
闘
、
大
久
保
大
隈
先
生
杯
と

　
　
も
篤
御
商
議
被
下
掛
候
。
今
便
も
又
々
増
補
之
案
差
立
候
間
、
是
亦
外

　
　
務
論
え
御
内
談
之
上
御
｝
覧
被
下
候
様
相
願
候
。
返
す
一
も
輸
出
税

　
　
廃
止
之
儀
は
、
御
参
出
4
5
御
同
意
墨
書
候
様
伏
而
奉
合
掌
候
。
是
は
全
く

　
　
談
判
上
之
助
に
網
成
稟
申
の
み
な
ら
す
、
一
日
遅
延
す
れ
は
一
日
之
損

　
　
生
と
相
成
候
儀
は
、
愚
子
等
確
認
す
る
所
に
御
坐
候

　
つ
い
で
井
上
馨
の
悪
口
（
大
隈
宛
前
便
に
は
「
井
上
氏
」
と
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
「
清
盛
入
道
」
と
書
き
、
井
上
が
来
て
一
週
間
ば
か
り
公
使
館
に
泊

り
、
彼
は
目
下
衆
望
な
く
、
他
人
に
出
来
る
だ
け
外
遊
を
勧
め
国
庫
を
欠
乏

に
導
こ
う
と
し
て
い
る
「
実
に
可
恐
姦
策
」
云
々
）
を
述
べ
て
あ
り
、
文
末

「
火
中
々
々
」
と
あ
る
。

　
同
じ
九
月
二
三
田
、
当
時
外
務
省
の
大
輔
で
あ
っ
た
鮫
島
尚
儒
に
あ
て
た

書
翰
（
盒
9
3
～
9
6
）
中
に
い
う
。

　
　
　
先
便
花
房
大
丞
帰
朝
候
晴
、
条
約
改
編
之
儀
に
付
愚
案
申
進
置
候
処
、

　
　
疾
絹
達
御
一
見
被
下
候
事
と
拝
察
候
。
尚
磁
器
は
爾
後
之
増
案
を
も
根

　
　
加
へ
差
出
候
闘
、
篤
と
御
評
議
有
之
候
様
い
た
し
度
候
。
右
は
満
足
の

　
　
も
の
に
も
無
之
、
一
と
通
り
其
大
綱
を
掲
げ
見
候
の
み
に
て
、
盟
兄
方

　
　
之
検
正
を
仰
度
候
。
海
関
税
測
捌
定
之
権
は
兎
に
角
に
我
政
府
に
て
設

　
　
る
所
轄
罰
法
を
領
事
裁
判
所
え
施
行
す
る
哉
否
は
全
篇
無
難
候
。
若
彼

　
　
に
て
不
諾
聴
は
、
乍
遺
憾
合
衆
国
に
て
□
□
施
行
す
る
時
の
。
蕊
冨
巳

　
　
r
ρ
毒
中
の
罰
則
法
を
以
て
す
へ
し
之
章
を
約
候
〔
四
、
五
字
不
明
〕

　
　
従
前
海
関
運
上
に
関
し
刑
罰
上
よ
り
生
す
る
労
銀
等
は
、
尽
く
我
政
府

　
　
へ
収
め
｛
冠
り
候
位
激
騰
に
も
右
回
之
、
傍
運
上
㎞
規
…
則
中
之
閥
割
則
に
㎜
腿
り
、

　
　
彼
に
お
ひ
て
も
案
外
異
論
を
主
張
せ
さ
る
か
も
難
減
磁
。
何
分
本
省
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
明
治
四
、
五
年
〕

　
　
お
ひ
て
厚
く
御
思
議
有
之
態
様
翼
望
之
釜
候
。
未
申
以
来
今
日
に
至
る

　
　
ま
て
、
貿
易
之
不
平
均
累
々
猶
本
年
も
恐
く
は
昨
年
之
漁
況
と
大
同
小

　
　
異
な
る
べ
し
。
金
幣
其
他
金
等
之
濫
出
も
他
な
ら
す
、
皆
通
商
上
之
不

　
　
平
均
を
失
候
と
察
せ
り
。
平
均
を
保
た
し
め
ん
法
を
施
さ
ん
と
す
る
も
、

　
　
江
戸
コ
ソ
ウ
ェ
ン
シ
ョ
ン
其
他
類
似
之
約
束
書
に
束
縛
さ
れ
、
如
何
と

　
　
も
す
る
事
能
は
す
、
実
に
危
急
之
極
と
可
謂
候
。
今
五
ケ
年
も
従
前
之

　
　
状
況
糧
続
き
候
時
は
、
吾
国
計
も
□
之
分
口
□
□
響
町
べ
し
。
霊
堂
之

　
　
諸
君
切
に
此
に
尽
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
さ
る
の
秋
也
。

　
以
上
、
条
約
重
謬
に
触
れ
た
慰
翰
が
こ
の
時
期
に
三
通
あ
る
こ
と
は
、
吉

田
が
条
約
案
を
作
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
点
も
あ
ろ
う
。
か
つ
三
人
三
様
で
、
大
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隈
に
は
大
体
を
、
松
方
に
は
や
や
詳
し
く
述
べ
、
両
者
に
共
通
す
る
と
こ
ろ

は
輸
出
税
の
廃
止
と
、
自
分
の
案
を
た
た
き
台
と
し
て
十
分
協
議
を
尽
さ
れ

た
い
こ
と
で
、
次
の
鮫
島
と
も
合
せ
て
速
成
が
希
望
さ
れ
て
い
る
。
鮫
島
に

対
し
て
は
実
務
的
で
詳
細
に
述
べ
る
。

　
さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
九
月
二
三
日
よ
り
年
末
ま
で
、
一
一
月
一
〇
日

〔
晦
刎
〕
以
外
に
外
交
文
書
に
は
文
書
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
吉
田
の
鮫
島
に

あ
て
た
年
宋
ま
で
三
通
の
書
翰
の
う
ち
二
通
が
こ
れ
に
触
れ
て
い
る
。
ま
ず

一
〇
月
七
日
（
欝
憤
～
塒
）
の
も
の
を
示
す
。
冒
頭
挨
拶
も
な
く
左
の
と
お

り
は
じ
ま
る
。

　
　
　
於
華
府
公
使
館
　
十
月
七
日

　
　
　
先
便
差
立
置
候
公
信
私
醤
共
、
既
に
御
田
現
下
判
事
と
存
候
。
条
約

　
　
重
修
之
件
は
篤
く
御
評
議
被
下
候
様
希
望
之
至
に
候
。
〔
下
略
〕

　
た
だ
こ
れ
の
み
で
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
次
の
鮫
島
宛
一
〇
月
二
三
日
に

は
触
れ
て
い
な
い
。

　
一
一
月
二
㎝
日
付
志
村
智
常
宛
の
も
の
（
企
鱒
）
は
一
九
日
女
子
出
産
の

喜
び
と
大
統
領
選
（
「
両
党
互
に
相
競
争
最
中
」
云
々
）
で
、
　
こ
れ
は
こ
の

頃
（
月
日
な
し
）
大
久
保
利
道
に
宛
て
た
書
翰
（
ム
伽
～
魏
）
で
も
触
れ
て

い
る
。

　
鮫
島
へ
の
一
一
月
二
〇
欝
付
書
翰
（
虚
薦
～
那
）
中
に
は
左
の
ご
と
く
記

し
て
い
る
。

　
　
　
○
条
約
改
修
之
儀
に
付
而
も
、
其
後
之
御
評
議
如
何
無
煙
平
骨
。
是

　
　
亦
逐
一
御
尋
諭
網
願
候
。
該
件
に
付
大
久
保
先
生
え
云
々
申
送
置
候
間
、

　
　
自
然
老
台
下
と
も
掘
談
可
有
之
と
存
候
闘
、
其
節
は
充
分
御
下
被
下
度
、

　
　
兼
而
稲
願
置
候
。

　
つ
ま
り
本
省
の
評
議
の
模
様
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
頃
は
一
〇
月
二
四
日
神
風
速
の
乱
、
同
二
六
日
秋
月
の
乱
、
同
二
八
聞
萩

の
乱
が
起
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
政
府
も
多
忙
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
以
後
も
吉
田
は
大
統
領
更
迭
ま
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
数
回
面
会
あ
る
い

は
書
翰
で
交
渉
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
専
島
外
務
卿
の
指
示
を
実
行
し
た
ま

で
で
あ
っ
て
、
あ
と
数
週
間
で
大
統
領
が
更
迭
す
る
と
す
れ
ば
、
大
し
て
効

果
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
△
P
脚
～
謝
）
。
ま
た
ビ
ソ
ガ
ム
も
フ
ィ
ヅ
シ

ュ
の
消
極
的
態
度
に
僚
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
改

訂
が
ア
メ
リ
カ
の
不
利
に
な
ら
ぬ
か
に
固
執
し
、
ビ
ソ
ガ
ム
は
日
本
政
府
を

信
頼
し
、
改
正
の
先
鞭
を
つ
け
た
人
道
上
の
名
誉
を
も
尊
重
す
る
。

四
　
エ
バ
ー
ツ
の
登
場

　
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
七
七
（
明
治
～
○
）
年
三
月
五
日
に
大
統
領
は
グ
ラ

ン
ト
将
軍
か
ら
ハ
イ
エ
ス
に
代
り
、
つ
い
で
圏
務
長
官
も
エ
バ
ー
ツ
に
代
っ

た
。
こ
の
と
き
吉
田
は
三
月
六
日
付
で
全
権
附
与
を
票
請
し
て
い
る
（
「
外

文
」
臨
脳
、
P
輔
）
。
　
『
ハ
イ
ツ
の
懸
念
も
前
任
者
同
様
で
あ
る
が
、
改
正
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に
前
向
き
に
と
り
く
も
う
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
条
約
改
正
案
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
た
（
△
P
卿
～
鵬
）
。

　
吉
田
が
エ
バ
…
ツ
に
会
っ
た
の
は
六
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
六

月
九
日
に
条
約
案
提
示
に
つ
い
て
粗
暴
し
（
「
外
文
」
翫
…
…
、
P
彬
）
、
六
月

一
～
目
付
の
別
信
＝
二
号
で
第
一
案
、
第
二
案
を
提
議
す
る
と
と
も
に
、
再

度
全
権
附
与
を
求
め
た
（
泌
㎜
、
P
彬
～
桝
、
「
七
月
一
三
日
着
」
と
あ
り
。

△
P
㎜
）
。

　
つ
い
で
吉
田
は
、
エ
パ
ー
ツ
が
近
く
避
暑
に
行
く
予
定
で
、
本
国
か
ら
な

お
案
が
到
着
し
な
い
の
で
、
六
月
三
日
に
エ
パ
ー
ツ
に
会
っ
て
改
正
私
案
を

示
し
た
（
「
外
文
」
晦
蹴
と
附
属
書
、
P
欄
～
幅
、
△
P
珈
～
蹴
に
も
私
案

全
文
引
用
）
。
吉
田
の
感
触
で
は
、
輸
出
税
の
廃
止
を
望
む
よ
う
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
一
八
七
七
年
に
入
っ
て
、
耳
翼
の
書
翰
控
は
、
三
月
二
四
日
付
（
轟
網
～
）

で
公
使
館
移
転
の
こ
と
を
志
村
に
報
じ
た
以
外
、
対
米
交
渉
関
係
は
｝
○
月

ま
で
な
く
、
西
南
戦
争
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
も
っ
と
も
寿
島
外
務
卿
宛

の
も
の
は
、
す
べ
て
「
外
文
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
別
信
一
～
五
号
）
。

　
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
七
月
以
降
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

六
月
中
旬
寺
島
外
務
卿
は
中
野
駐
仏
代
理
公
使
よ
り
の
報
で
、
英
仏
が
談
判

に
応
じ
そ
う
に
な
い
情
勢
を
承
知
し
、
七
月
一
一
日
に
吉
田
に
対
し
、
米
飼

と
卒
先
結
約
す
べ
き
こ
と
、
実
施
は
各
国
と
協
同
の
上
な
る
こ
と
を
訓
令
し

た
（
「
外
文
」
晦
脇
、
P
鰐
、
△
P
魏
）
。
つ
い
で
寺
島
は
吉
田
に
対
す
る
訓

条
付
与
を
七
月
＝
一
目
岩
倉
右
大
臣
に
提
出
し
（
「
外
文
」
酪
謝
、
　
P
柳
～

靭
）
、
そ
の
決
裁
を
経
て
八
月
一
一
日
吉
田
に
訓
令
を
発
し
た
（
「
外
文
し
総

目
、
P
粥
～
樹
、
△
は
翫
謝
の
附
属
書
（
「
愚
状
案
」
と
晦
跳
の
添
状
の
要

点
引
用
、
P
蹴
～
鵬
）
。
そ
の
概
要
は
、
ビ
ソ
ガ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
顧
慮

せ
ず
日
米
間
に
条
約
を
結
ぶ
こ
と
（
こ
の
点
は
既
述
の
よ
う
に
米
国
務
卿
は

賛
成
で
な
か
っ
た
）
と
い
う
方
針
か
ら
は
ず
れ
、
や
は
り
英
仏
の
動
向
も
注

意
し
、
日
本
が
単
独
で
日
米
間
に
締
約
す
る
と
英
仏
の
疾
視
を
招
き
圧
力
が

加
わ
る
、
と
し
た
点
で
あ
る
。

　
吉
田
は
八
月
二
〇
日
に
寺
島
に
、
エ
バ
ー
ツ
が
輸
出
税
廃
止
を
希
望
し
て

い
る
ら
し
い
の
で
ど
う
す
る
か
請
訓
し
た
も
の
で
、
右
八
月
一
一
日
付
に
対

す
る
も
の
は
一
〇
月
一
日
付
（
「
外
文
」
晦
卿
、
P
槻
～
鰯
）
で
あ
る
（
△

は
P
謝
～
鰯
）
。
こ
こ
で
吉
田
は
、
さ
き
に
提
出
し
た
第
一
～
事
案
の
う
ち
、

寺
島
が
第
一
案
を
基
礎
と
し
た
の
に
対
し
、
第
一
案
に
よ
る
交
渉
が
首
尾
よ

く
い
か
ぬ
場
合
の
処
躍
（
つ
ま
り
第
二
、
三
智
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
と
指
摘
し
た
（
寺
島
は
、
そ
の
節
は
熟
考
し
て
答
え
る
と
い
う
）
。

五
　
吉
田
の
感
想
一
一
八
七
七
年
六
～
一
一
月

吉
田
の
書
翰
控
に
は
、
既
述
の
二
月
一
九
日
の
「
外
文
」
泌
聯
と
、
つ
い
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で
翫
掘
が
あ
り
、
そ
の
つ
ぎ
に
六
月
に
四
点
あ
る
。
そ
の
う
ち
ま
ず
六
月
二

五
罠
よ
り
エ
バ
ー
ツ
と
初
会
見
の
二
二
日
後
に
鮫
島
尚
信
に
あ
て
た
も
の

（
ム
P
鰯
～
鰯
）
に
、
今
ま
で
大
小
と
な
く
私
儒
を
差
立
て
て
い
る
が
返
信

な
く
、
多
忙
の
事
と
遠
察
す
る
、
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
頂
き
た
い
と
し
て
、

左
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
○
本
月
初
旬
電
報
を
以
〔
「
外
文
」
九
日
付
晦
”
を
指
す
か
、
内
容
は

　
　
米
よ
り
条
約
案
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
来
た
の
で
、
客
歳
上
申
の

　
　
案
を
示
し
て
よ
い
か
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
と
締
結
の
談
判
を
開
始
し
て
よ

　
　
い
か
な
ど
を
請
訓
〕
改
正
一
件
に
付
書
置
候
儀
有
之
候
処
、
干
今
御
指

　
　
揮
を
不
得
、
多
分
御
評
議
中
か
と
奉
存
候
。
何
卒
伺
之
通
相
運
候
様
い

　
　
た
し
度
翼
望
之
至
に
御
坐
候
。
尤
本
件
は
一
大
重
件
、
須
奥
も
因
循
に

　
　
流
れ
延
滞
せ
し
む
べ
き
に
古
る
は
瞭
然
に
候
故
、
好
機
を
失
せ
さ
る
亦

　
　
至
要
な
り
と
信
用
い
た
し
候
故
、
精
々
騒
力
を
尽
し
、
再
三
思
慮
に
渉

　
　
謹
上
、
愚
存
智
謀
既
に
数
度
致
魚
信
、
私
信
等
を
以
懇
諺
磯
際
、
且
つ

　
　
当
方
之
情
実
等
も
可
及
力
丈
は
詳
細
申
進
置
候
事
に
有
之
、
殊
に
は
先

　
　
前
之
訓
条
叢
話
に
而
は
、
玉
成
之
見
認
糞
溜
立
、
我
政
府
博
大
自
的
を

　
　
速
に
得
ん
と
な
れ
は
（
成
否
は
確
然
見
定
か
た
く
候
得
共
）
、
到
底
訓

　
　
条
之
権
利
を
増
加
し
玉
は
ん
事
と
翼
望
せ
し
事
に
有
之
候
処
、
採
用
無

　
　
之
の
み
な
ら
す
、
却
而
本
年
三
月
廿
九
日
付
別
様
第
穴
倉
〔
「
外
文
」

　
　
翫
”
、
P
朝
〕
を
以
「
結
局
六
十
五
年
江
戸
詰
書
所
載
之
税
爵
を
廃
、

税
権
貴
紫
黒
迄
の
詩
眼
鼠
を
達
度
迄
に
は
、
矢
張
定
窯
之
訓
説
に
て
充

分
と
存
亡
間
、
左
様
御
承
知
、
此
迄
追
々
申
進
候
処
に
基
き
御
取
計
可

有
之
」
云
々
之
御
下
知
を
領
し
候
位
に
候
得
は
、
小
生
の
愚
見
は
何
れ

も
御
信
用
無
之
候
よ
り
、
如
此
隔
靴
制
肘
笠
情
勢
に
立
至
り
候
事
と
存

候
。
今
試
に
我
と
彼
と
地
位
を
換
へ
、
思
懸
に
渉
ら
ん
、
若
彼
我
発
題

　
〔
カ
〕

に
届
き
も
の
を
我
に
為
し
、
而
し
て
云
は
ん
、
「
日
本
政
府
は
他
の
我

か
㍊
条
約
各
圏
何
々
々
々
戸
々
の
意
を
以
締
約
悪
露
は
御
尋
意
被
下
哉
、

何
卒
～
書
を
以
宜
布
野
回
答
被
下
度
云
々
」
と
請
求
候
時
は
、
日
本
政

府
は
是
に
馨
る
に
漠
然
未
来
之
約
束
を
快
然
と
為
す
へ
き
や
否
や
、
我

れ
之
を
知
ら
す
、
最
後
に
箭
国
務
卿
フ
ヰ
シ
氏
之
至
る
所
は
理
之
当
然

と
深
く
相
儒
候
。
然
肝
試
迄
に
不
為
至
描
き
に
締
結
之
相
談
に
渉
候
得

は
、
好
都
合
に
運
ひ
た
る
な
ら
ん
と
干
今
相
僑
居
候
。
○
今
般
内
々
拙

　
　
　
　
　
〔
マ
マ
〕

者
之
見
込
葡
已
の
み
な
る
旨
を
は
改
約
草
案
を
差
出
置
候
。
是
は
彼
よ

り
請
求
せ
し
に
依
る
な
り
。
彼
れ
改
約
の
意
な
き
時
は
、
到
底
談
判
上

に
而
察
知
可
被
殻
、
且
又
草
案
を
□
□
候
程
に
は
至
る
ま
し
く
候
。
右

を
以
彼
是
先
後
御
賢
察
可
被
下
候
。
草
按
は
先
般
差
叢
論
候
分
と
も
少

々
異
り
、
全
く
魚
条
其
他
御
指
揮
之
趣
旨
に
惇
ら
さ
る
や
う
注
意
い
た

し
候
儀
に
有
之
候
。
つ
ま
り
右
に
而
は
彼
れ
不
同
意
な
る
へ
く
被
察
候
。

草
按
写
差
酸
根
間
、
御
一
閲
尚
御
削
正
相
愛
度
候
。
○
本
条
約
と
一
物

た
ら
し
む
る
も
の
は
他
な
ら
す
、
後
来
改
正
之
時
に
至
り
、
若
裁
判
の
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権
を
挽
回
し
得
さ
る
や
う
な
ら
は
、
一
時
条
約
な
し
に
帰
せ
し
め
、
之

　
　
に
因
て
目
的
を
達
せ
ん
と
な
り
。
○
他
各
国
此
約
定
に
均
き
も
の
を
、

　
　
野
望
政
府
と
取
結
丁
丁
実
施
せ
ん
と
は
、
即
ち
近
聴
御
指
揮
の
意
を
拡

　
　
引
し
た
る
な
り
。
○
貨
幣
の
事
を
加
入
し
た
る
は
大
ひ
に
面
的
あ
る
纂

　
　
な
り
。
贅
雷
を
不
要
事
と
存
置
。
○
湊
は
少
く
も
こ
ケ
所
位
の
餌
を
与

　
　
ふ
る
に
非
れ
は
、
或
は
好
結
果
を
得
か
た
し
。
此
湊
も
大
照
ね
御
決
定

　
　
い
た
し
、
通
知
蘭
曲
候
〔
以
下
全
く
消
え
て
読
め
ず
〕

　
鮫
島
尚
信
は
吉
田
と
同
年
同
月
の
生
れ
（
弘
化
二
年
三
月
）
、
ま
た
と
も
に

幕
末
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
仲
買
、
遠
慮
の
な
い
紳
で
、
吉
田
の
当
時
の
心

情
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
吉
園
が
条
約
改
締
に
心
血
を
そ
そ
い
で
い
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
、
ビ
ン
ガ
ム
の
猪
突
と
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
慎
重
論
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
の
後
任
エ
バ
ー
ツ
の
考
え
も
ま
だ
よ
く
把
握
で
き
ぬ
段
階
の
も
の
で
、

本
国
政
府
も
ま
だ
外
交
に
不
馴
れ
、
と
く
に
英
仏
が
強
硬
に
改
正
に
反
対
し

て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
を
ど
う
処
理
す
る
か
、
と
く
に
西
爾
戦
争
中
と
あ
っ

て
吉
田
の
請
訓
に
対
し
て
も
と
か
く
返
信
が
遅
れ
が
ち
、
外
交
官
と
し
て
も

有
能
な
畠
田
に
と
っ
て
は
、
も
ど
か
し
い
限
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
右

書
翰
の
内
容
は
翌
六
月
二
六
日
の
ア
メ
リ
カ
に
差
探
し
た
条
約
私
案
（
「
外

文
」
翫
蹴
）
に
つ
い
て
で
あ
り
、
貨
幣
は
第
五
条
に
、
開
港
場
は
第
四
条
に

あ
る
．
．

　
吉
田
は
翌
二
五
日
松
方
に
も
一
書
を
裁
し
て
い
る
（
盒
P
都
～
㎜
）
。
　
こ

れ
は
原
文
が
消
え
か
か
っ
た
箇
所
が
多
く
（
…
…
で
示
す
）
、
鮫
島
に
対
す

る
ほ
ど
詳
継
で
な
い
。

　
　
　
○
条
約
改
正
之
｛
儀
に
付
て
本
省
の
御
…
…
之
通
に
て
干
今
石
見
も

　
　
不
相
立
…
…
御
座
候
…
…
儀
に
付
、
…
…
相
成
度
…
…
先
般
よ
り
も
同

　
　
所
…
…
遣
候
次
第
も
可
有
之
候
処
、
他
の
御
用
御
繁
多
に
相
見
へ
…
…

　
　
も
不
相
等
…
…
〔
二
行
半
分
〕
…
…
可
縮
黒
鉱
に
候
得
は
吉
田
二
郎
を
御
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
カ
〕

　
　
害
せ
、
当
方
之
情
実
且
つ
持
論
騒
見
の
程
共
催
聞
取
被
下
度
候
。
○
大

　
　
久
保
先
生
始
大
隈
士
な
と
に
篤
く
御
吟
味
被
成
下
度
、
偏
奉
合
掌
候
。

　
　
〔
中
略
〕
別
儒
一
括
は
該
件
に
付
申
立
置
畳
別
信
の
品
々
有
之
、
是
を

　
　
紅
熟
閲
被
下
、
内
密
大
久
保
先
生
へ
も
御
立
論
被
下
垂
得
は
多
幸
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
も
〕

　
　
候
。
つ
ま
り
外
務
人
け
の
論
に
而
は
何
事
も
断
然
た
る
事
出
来
不
義
、

　
　
夫
故
晶
々
騰
写
致
さ
せ
貴
閲
に
供
候
次
第
に
御
坐
候
。
併
是
は
極
内
密

　
　
之
事
御
坐
続
演
、
鮫
島
辺
な
り
へ
御
洩
被
下
候
蒲
は
込
り
申
候
。
肝
要

　
　
之
処
轟
け
は
大
久
保
先
生
え
は
御
意
被
下
度
候
。
閲
後
に
御
異
見
も
有

　
　
昏
怠
得
は
、
不
道
敢
早
々
御
蔭
越
被
下
度
毎
（
下
略
）

　
前
半
は
恐
ら
く
鮫
島
宛
と
同
趣
旨
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
ま
た
吉
田
が
尊
敬

す
る
大
久
保
利
通
に
も
ぜ
ひ
一
見
し
て
ほ
し
か
っ
た
よ
う
で
、
外
務
省
だ
け

で
は
断
然
た
る
措
置
を
と
り
が
た
い
と
見
て
い
た
。
こ
れ
を
内
密
と
し
た
の

は
、
専
島
と
同
藩
の
間
柄
で
あ
る
の
に
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
七
～
九
月
の
出
翰
は
な
く
、
一
〇
月
三
日
鮫
島
（
　
2
　

o
2
8
～
2
8
）
、
一 154 （940）
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一
月
二
三
日
松
方
宛
（
P
盒
露
～
謝
）
と
前
同
様
で
あ
る
。

　
　
ム
コ
便
別
信
〔
一
〇
一
月
一
日
付
別
信
第
十
⊥
ハ
嵐
乃
、
「
外
文
」
晦
脚
、
P
娚

　
以
下
〕
を
以
酒
煮
一
条
逐
一
及
上
申
置
候
付
、
尚
篤
と
御
評
議
被
下
度

　
候
。
速
至
急
等
之
字
を
用
ひ
候
儀
は
他
な
ら
す
、
御
承
知
通
当
国
に
葡

　
は
夏
日
に
は
用
向
不
捗
、
議
院
開
院
中
に
は
旅
宿
も
殊
に
繁
多
故
、
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
カ
〕

　
意
に
事
を
運
ひ
候
儀
も
有
之
出
来
か
ね
、
日
復
一
目
と
遅
緩
之
勢
有
之

　
候
に
付
、
其
機
会
を
不
失
様
不
藩
候
而
、
　
一
ケ
年
位
経
過
之
儀
は
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
藩
中
の
こ
と
く
に
叢
論
、
続
々
勲
等
の
字
を
用
御
催
促
申
上
多
事
に
御

　
坐
候
。
本
省
之
御
繁
｛
多
も
青
魚
推
察
申
居
候
。
オ
ン
・
り
ー
ゾ
ナ
ブ
ル

　
に
御
促
し
候
訳
に
正
義
候
聞
、
可
然
御
了
承
有
之
度
嫉
。
開
港
の
地
は

　
敦
に
被
早
蕨
つ
も
り
に
候
哉
。
是
は
真
先
之
に
尋
問
に
預
る
条
に
付
、

　
早
目
に
為
御
知
被
優
勝
候
。
漣
も
一
驚
に
而
は
イ
ン
ヂ
ュ
ー
ス
メ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
カ
〕

　
　
の
手
術
に
乏
哉
と
存
候
。
若
我
発
談
之
通
笹
書
五
時
は
、
二
港
位
網
爾

　
き
野
方
管
厚
な
る
べ
し
と
存
慮
。
御
賢
慮
之
程
も
御
通
知
被
下
度
候
。

　
　
第
二
策
の
方
は
余
り
不
面
白
候
。
併
4
1
越
之
体
力
断
腸
居
候
得
は
格

　
別
之
事
に
候
。
拙
者
馬
込
に
て
は
、
他
各
圏
よ
り
理
を
以
我
を
伏
帰
せ

　
し
め
、
彼
等
は
開
港
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
勢
に
立
至
り
候
訳
は
有
之
ま
し

　
く
と
は
存
候
得
共
、
尚
本
省
之
御
意
見
執
れ
に
帰
候
載
、
此
儀
は
肝
要

　
刑
事
に
付
、
御
示
被
湿
度
、
偏
に
機
翼
望
儀
。
尤
先
般
よ
り
も
都
度
々

　
　
々
御
門
込
之
黙
坐
伺
置
候
得
共
、
毎
も
御
繁
多
に
栢
見
得
、
御
指
示
之

　
簾
々
欲
せ
し
よ
り
も
詳
な
ら
ざ
る
様
に
被
存
候
間
、
御
注
意
被
下
候
得

　
　
は
望
外
之
至
に
御
坐
候
。

　
　
　
国
務
｝
鳳
碑
も
昨
今
在
府
之
昨
夜
伺
四
面
へ
可
旅
行
尊
報
相
聞
熱
い
。
長
之
事

　
　
に
は
有
之
ま
し
く
と
被
臨
監
。
当
季
は
極
好
機
期
に
候
闘
、
一
臼
も
早

　
　
再
に
御
電
報
を
得
、
直
に
開
談
の
手
続
に
至
り
候
様
希
望
い
た
し
居
候

　
　
（
下
略
）

　
右
に
は
「
続
々
」
「
速
」
の
字
を
多
く
難
い
た
と
あ
る
が
、
酪
卿
に
は
そ

の
よ
う
な
跡
が
な
い
。
開
港
場
の
件
は
附
属
書
の
第
二
策
の
最
初
に
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
松
方
宛
一
一
月
二
三
日
の
も
の
は
、
昨
日
北
京
号
が
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
着
き
、
薪
瀾
紙
上
に
日
清
の
略
報
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
、

　
　
其
内
に
可
然
之
一
事
糖
見
得
候
。
即
外
国
交
際
上
に
関
し
近
蒔
非
常

　
　
の
騒
状
あ
り
、
日
本
政
府
よ
り
各
国
公
使
へ
一
般
改
本
盗
儀
申
入
、
談

　
　
判
最
中
云
々
と
有
之
、
果
而
悪
報
の
娼
ん
は
、
先
般
よ
り
多
少
の
企
促

　
　
あ
り
た
る
訳
に
窟
決
相
成
候
爵
と
警
察
候
。
右
に
付
爺
は
賢
弊
方
偏
に

　
　
御
尽
力
被
下
津
窮
は
不
倹
轡
候
。
是
非
此
際
取
切
で
、
連
々
談
判
を
遂
、

　
　
吾
翼
望
之
如
く
征
税
権
理
丈
な
り
共
遂
に
挽
回
越
度
神
願
之
至
に
御
坐

　
　
候
。
就
而
は
申
上
気
ま
て
も
無
芸
儀
に
候
へ
共
、
先
般
差
出
置
候
書
類

　
　
密
に
御
熟
読
、
抑
々
御
討
論
被
下
候
様
、
重
而
御
願
申
上
置
候
。
乍
不

　
　
及
在
朝
な
れ
は
今
少
し
は
尽
力
之
伎
様
も
可
有
之
候
得
共
、
如
何
せ
ん

　
　
万
里
を
隔
て
お
り
、
雁
益
男
外
蓋
に
欝
欝
手
術
無
之
、
如
何
文
章
等
を
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〔
カ
〕

　
　
以
討
論
候
共
、
主
意
之
徹
底
さ
す
る
亦
只
言
に
あ
ら
さ
る
は
脚
部
此
事

　
　
に
御
坐
候
。
御
…
憐
察
可
被
下
翼
。
就
而
は
来
春
御
用
都
合
に
よ
り
、
　
一

　
　
応
帰
朝
相
頼
候
つ
も
り
に
忍
男
共
、
若
無
夫
に
重
脩
之
件
速
に
相
運
候

　
　
様
な
れ
は
、
強
而
帰
朝
を
翼
尊
い
た
し
候
儀
も
無
二
候
間
、
右
新
報
を

　
　
一
見
誉
者
は
風
信
を
屈
指
相
待
居
候
事
に
御
坐
候
。
昨
日
も
圏
務
総
裁

　
　
と
此
談
判
之
為
余
程
好
都
合
に
有
之
候
。
今
は
御
親
書
到
来
を
相
待
候

　
　
の
み
に
御
坐
候
。
（
中
略
）

　
　
　
重
点
一
件
に
付
而
は
、
大
久
保
先
生
へ
も
数
次
御
相
談
被
下
候
事
と

　
　
奉
存
候
。
甲
東
森
生
別
に
意
見
も
可
有
之
と
存
候
。
量
も
可
成
は
早
々

　
　
御
洩
已
下
度
奉
答
候
（
下
略
）
。

　
右
書
翰
も
前
翰
と
共
通
す
る
点
が
あ
り
、
本
省
の
判
断
と
訓
令
が
適
時
適

切
で
な
い
。
是
非
と
も
改
正
の
突
破
口
を
開
こ
う
と
す
る
吉
田
は
松
方
に
、

さ
ら
に
松
方
を
通
じ
て
大
久
保
に
動
い
て
ほ
し
い
よ
う
で
あ
る
。
自
分
が
内

地
に
お
れ
ば
、
と
い
う
吉
田
に
は
そ
れ
だ
け
の
自
信
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
六
交
渉
妥
結
へ

　
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
側
の
情
勢
に
つ
き
、
石
弁
氏
の
ア
メ
リ
カ
側
史
料
援
用

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
六
件
あ
る
。
ω
七
月
二
七
日
付
は
ビ
ン
ガ
ム
が
エ
バ

ー
ツ
に
日
本
の
入
超
と
正
貨
流
通
、
西
南
戦
争
の
戦
費
で
財
政
が
破
綻
状
態

龍
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
と
、
エ
バ
ー
ッ
が
日
本
の
税
織
工
復
を
認
め
る
方
向

に
傾
い
た
こ
と
、
②
九
月
六
日
付
は
、
ビ
ソ
ガ
ム
が
エ
バ
ー
ッ
の
右
意
図
の

訓
令
を
う
け
て
動
き
出
し
た
こ
と
、
③
九
月
二
七
β
付
は
、
ビ
ソ
ガ
ム
が
鮫

島
尚
信
と
協
議
し
、
日
米
の
貿
易
を
さ
か
ん
に
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
圧
迫
し
よ

う
と
し
た
、
ω
一
〇
月
一
〇
日
付
、
英
米
の
腹
の
さ
ぐ
り
あ
い
、
㈲
二
〇

月
一
九
田
付
は
壁
越
新
聞
へ
の
攻
撃
、
⑥
＝
一
月
三
一
日
付
も
同
上
で
あ
る

（
△
p
解
～
麗
）
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×

　
吉
田
は
一
一
月
一
七
日
付
の
交
渉
方
針
訓
令
を
受
取
り
（
「
外
文
」
晦
脚
．

P
緬
）
年
末
二
回
（
一
一
月
二
二
日
、
一
二
月
六
日
）
エ
バ
ー
ツ
に
会
っ
た

が
、
議
会
の
た
め
多
忙
な
ど
の
理
由
で
会
談
に
至
ら
な
か
っ
た
（
「
外
文
」
、

翫
㎜
、
P
僻
）
。
本
格
的
会
談
は
翌
一
八
七
八
年
一
月
一
七
日
で
あ
っ
た
。

重
点
は
開
港
場
の
数
、
輸
出
税
の
廃
止
（
吉
田
は
訓
令
に
基
き
同
意
）
、
な

ど
で
あ
っ
た
（
「
外
文
」
晦
鰯
、
P
欄
～
櫓
、
△
P
跳
）
。
吉
田
は
「
目
今
の

様
子
に
て
は
万
端
好
都
合
」
と
報
じ
、
以
後
引
続
き
交
渉
を
進
捗
さ
せ
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

　
　
月
二
三
日
第
二
回
会
談
、
下
ノ
関
条
約
問
題
が
出
た
（
「
外
文
」
翫
卿
、

P
櫓
）
。

　
二
月
二
一
日
第
三
園
会
談
で
両
者
改
正
案
を
協
議
し
た
（
「
外
文
」
翫
蹴
、

P
鄭
～
轍
と
付
属
書
く
英
文
V
、
△
P
鮒
～
踊
）
。
そ
の
後
交
渉
は
順
調
に
す

す
ん
で
、
五
月
二
穴
臼
に
は
錦
二
・
六
条
を
絵
い
て
合
意
が
成
立
し
虎
。
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こ
の
腿
、
吉
眠
の
寺
島
宛
報
告
は
「
外
文
」
に
別
信
第
六
号
（
三
月
一
二

日
、
晦
㎜
、
P
価
～
帯
）
、
同
第
九
号
（
四
月
二
〇
日
、
晦
簸
、
P
柵
～
捌
）
、

同
第
十
三
号
（
五
月
二
二
日
、
晦
鰯
、
P
椴
～
㈹
）
が
あ
る
。

　
別
に
四
月
六
日
付
寺
島
宛
私
信
が
あ
る
（
《
粥
～
甜
）
。

　
　
　
陳
重
脩
之
件
、
是
逡
追
々
公
信
二
進
候
通
漸
相
運
、
大
抵
は
協
同
相

　
　
成
、
御
委
任
状
差
達
之
上
は
結
局
之
談
判
を
遂
げ
、
十
に
八
九
は
御
見

　
　
込
通
之
結
約
に
可
融
と
存
候
。
幸
に
結
約
候
上
は
、
御
用
閑
に
相
成
と

　
　
存
組
付
、
帰
朝
之
儀
即
滅
を
以
相
伺
候
。
今
般
は
御
許
可
相
成
魚
様
致

　
　
度
条
、
可
然
御
添
力
垂
下
度
候
（
下
略
i
帰
朝
間
代
理
の
こ
と
）

　
前
述
の
所
で
は
略
し
た
が
、
告
田
が
全
権
委
任
状
下
付
を
申
請
し
た
の
が

三
月
一
日
、
一
コ
日
勅
裁
、
　
二
二
臼
送
付
さ
れ
る
（
「
外
文
」
翫
躍
・
卸
・

蹴
）
。
帰
朝
願
は
前
年
の
一
一
月
二
三
日
で
（
同
前
晦
蹴
）
、
そ
の
後
交
渉
が

順
調
に
い
っ
た
の
で
滞
米
し
た
。
右
の
書
翰
で
「
十
中
八
九
」
は
成
功
と
み

た
吉
田
の
喜
び
が
読
取
れ
、
こ
の
頃
の
諸
家
へ
の
書
翰
に
も
そ
れ
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
〇
四
月
六
露
華
一
二
郎
（
外
務
省
権
大
書
記
）
宛
（
《
路
）

　
　
　
陳
は
是
迄
追
々
別
信
を
以
事
態
申
進
置
候
通
、
重
脩
一
件
も
立
つ
可

　
　
也
に
協
議
の
都
合
と
相
成
、
指
揮
中
之
九
歩
通
迄
は
遣
り
付
乎
に
存
候
。

　
　
不
日
委
任
状
到
達
之
上
は
、
尚
談
判
を
遂
げ
候
上
結
約
之
都
合
と
可
相

　
　
成
と
存
候
（
下
略
i
帰
朝
願
の
件
、
代
理
を
依
頼
の
件
）
。

〇
四
月
二
二
日
鮫
島
尚
信
宛
（
《
鵬
）

　
　
重
脩
一
件
に
付
而
は
此
中
よ
り
精
々
御
尽
力
幅
下
候
よ
り
、
当
方
に

　
お
ひ
て
も
此
頃
は
七
八
歩
通
ま
て
遣
り
付
候
方
に
有
之
、
今
形
の
景
況

　
に
而
は
好
結
果
之
時
も
或
は
遠
き
に
あ
ら
さ
る
べ
し
と
想
像
致
候
得
共
、

　
嚢
政
府
近
来
四
方
に
敵
を
請
、
国
務
卿
は
本
務
は
次
に
し
、
ニ
ポ
リ
ヂ

　
ー
ク
（
私
に
法
律
上
に
関
係
も
あ
り
）
扇
面
に
余
暇
な
し
と
相
見
得
、
先
の
主
任
と
違
ひ

万
事
図
解
の
遅
き
方
な
れ
は
（
近
時
は
不
平
を
唱
る
公
使
等
多
く
有
之
験
由
に
相
見
華
魁
）
急
に
成
績
を
見

　
る
・
こ
と
は
盛
期
候
。
英
国
務
卿
交
代
に
付
葡
は
我
か
御
望
に
対
し
て
は

都
合
宜
布
、
既
に
夫
々
御
着
手
之
云
々
大
幸
之
至
に
奉
存
候
。
尚
此
上

御
尽
力
翼
望
に
下
す
候
。
仏
国
之
気
合
は
如
何
候
哉
。
時
々
御
通
被
下

候
得
は
、
談
判
自
訴
幾
分
の
含
に
稲
成
候
間
、
御
母
示
可
被
下
弓
。

　
　
先
便
理
蓋
置
雛
と
全
権
書
到
達
、
尚
二
塁
之
程
も
詳
悉
申
来
り
、

至
極
之
都
合
に
有
之
候
。
是
ま
で
幾
分
可
相
楽
と
主
意
之
結
合
せ
さ
る

　
所
も
有
之
候
哉
と
存
候
得
共
、
今
は
格
別
之
異
点
も
無
之
事
に
被
存
候
。

　
　
愚
案
に
は
可
成
は
英
仏
之
義
も
其
主
任
の
重
官
と
談
判
を
遂
さ
れ
ぽ
、

　
到
底
充
分
之
目
途
選
果
と
存
候
。
彼
の
傲
漫
無
礼
、
交
際
之
礼
譲
を
も

　
不
守
、
名
の
み
公
使
等
と
開
談
候
と
も
、
整
頓
之
程
無
害
束
、
若
成
る

　
も
遅
々
、
且
つ
玉
成
課
程
難
信
候
。
如
何
御
見
込
に
候
哉
。
其
辺
御

　
〔
腹
蔵
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
〕

　
服
辱
な
く
御
吐
露
被
再
度
候
。
独
逸
之
縁
定
而
都
合
可
被
宜
と
被
察
候

　
得
共
、
英
は
難
物
と
存
候
。
上
野
氏
之
辛
労
実
に
致
想
像
候
。
仏
は
其
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密
な
ら
ん
。
併
是
は
貴
兄
見
る
所
あ
る
べ
く
、
然
は
成
る
に
近
し
。
露

　
　
の
形
勢
は
如
何
に
候
や
。
重
扇
｝
件
に
付
て
、
榎
本
氏
よ
り
伝
聞
せ
し

　
　
事
な
し
。
是
も
時
々
御
洩
示
東
下
度
奉
頼
膜
。

　
　
　
昨
年
五
月
頃
、
米
公
使
ビ
ム
カ
ム
氏
よ
り
此
政
府
へ
遣
た
る
書
中
、

　
　
貴
兄
同
人
え
御
尋
問
の
そ
の
前
、
同
人
即
答
之
次
第
等
巨
細
に
掲
た
る

　
　
文
な
り
。
即
ち
七
年
米
国
外
交
文
章
中
に
あ
り
。
右
乞
舞
賃
P
｝
蕊
舞
6
鋤

　
　
の
件
な
り
。

　
　
　
豊
富
御
尋
問
起
る
所
以
は
、
自
ら
有
之
逸
事
と
致
推
察
候
。
御
賢
慮

　
　
之
程
御
通
知
徳
極
度
、
成
丈
詳
悉
之
御
報
熱
願
度
候
（
下
略
）

　
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
全
権
委
任
状
が
四
月
「
八
日
に
吉
田
の
手
許
に
着

い
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
尤
も
「
外
文
」
に
も
あ
り
（
晦
日
）
、
こ
れ
が

古
田
の
交
渉
を
円
滑
に
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
エ
バ
ー
ツ
が
こ
の
頃
政

治
上
の
理
由
で
多
忙
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
改
正
交
渉
に
つ

い
て
も
若
干
触
れ
て
い
る
。
上
野
は
景
範
、
音
田
の
一
年
先
華
の
薩
摩
人
で

あ
る
。
前
年
五
月
頃
の
ビ
ン
ガ
ム
の
行
動
に
ふ
れ
て
い
る
の
も
注
鼠
を
ひ
く
。

吉
田
は
ア
メ
リ
カ
の
外
交
文
書
を
も
調
べ
て
い
た
ら
し
い
。
既
述
の
石
井
氏

引
用
の
も
の
で
は
ビ
ソ
ガ
ム
が
鮫
島
（
嶺
蒔
大
輔
）
を
訪
れ
て
貿
易
の
こ
と

を
論
じ
た
の
は
九
月
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
交
渉
の
件
で
あ
ろ
う
。

　
吉
田
の
出
翰
控
は
、
交
渉
の
見
通
し
が
一
段
落
し
て
ホ
ッ
と
し
た
の
か
、

四
月
七
通
、
五
月
八
通
、
六
月
二
〇
通
と
非
常
に
多
い
。
尤
も
こ
の
五
月
一

四
日
一
7
糧
、
政
府
の
柱
石
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
、
吉
田
に
と
っ
て
も
最
も
尊

敬
し
た
大
久
保
利
通
が
四
九
歳
を
以
て
凶
刃
に
倒
れ
た
こ
と
は
吉
田
に
深
い

衝
撃
を
与
え
、
こ
れ
よ
り
以
後
の
禺
翰
に
吉
田
の
衷
情
を
読
み
と
る
こ
と
が

出
来
る
。
こ
れ
は
省
略
し
て
次
に
移
る
。

　
〇
五
月
二
三
日
大
隈
霊
宝
宛
（
血
甥
）

　
　
　
野
生
も
春
巻
発
途
之
願
意
有
之
候
処
、
改
締
之
儀
干
今
結
局
に
不
至
、

　
　
終
々
今
日
迄
駐
米
仕
候
。
該
件
も
八
分
昌
迄
は
や
り
付
候
や
う
愚
考
仕

　
　
点
間
。
終
に
成
る
も
の
な
れ
ば
数
月
を
不
出
し
て
奏
功
之
様
可
有
之
と

　
　
存
居
申
候
。
尚
此
上
内
場
之
御
慮
議
は
宜
布
御
蔭
取
偏
に
奉
頼
候
（
下

　
　
略
）

　
〇
五
月
二
二
聞
吉
田
二
郎
宛
（
幽
椛
）

　
　
　
改
正
之
一
義
は
追
々
捗
取
急
確
論
、
兎
角
本
使
之
知
見
な
き
を
免
れ

　
　
す
、
事
遅
々
す
る
の
心
あ
る
の
み
な
ら
す
、
殊
に
当
方
の
ア
ド
ミ
ニ
ス

　
　
ト
レ
ー
シ
ョ
ソ
も
巌
石
の
堅
き
を
保
た
す
、
内
外
懸
念
不
砂
、
何
卒
・
税

　
　
権
挽
臼
之
一
点
丈
は
不
日
に
し
て
目
途
を
達
得
丸
面
有
之
度
、
握
汗
血

　
　
な
る
之
至
に
候
。
是
も
何
分
一
大
事
件
、
中
々
彼
れ
に
お
ひ
て
速
成
を

　
　
不
好
憎
乎
に
而
、
日
復
一
日
と
遅
延
さ
れ
る
の
み
は
込
り
、
本
省
此
件

　
　
評
議
之
節
は
何
れ
貴
兄
も
御
関
係
之
事
と
致
推
察
毛
付
、
当
方
之
形
勢

　
　
は
御
事
承
之
裏
も
有
之
候
得
は
、
左
右
之
面
恥
を
不
意
御
弁
論
を
有
之

　
　
候
筈
と
は
奉
存
候
砂
書
、
尚
御
添
心
被
下
耳
翼
望
仕
候
（
下
略
）
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吉田・エノミーツ協定の一考察（山本）

　
こ
れ
に
は
吉
田
自
身
の
交
渉
が
物
堅
い
と
い
う
反
省
が
あ
り
、
ま
た
ア
メ

リ
カ
が
わ
ざ
と
遷
延
を
計
っ
て
い
る
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
な
お
吉
田
二
郎

に
本
省
に
お
け
る
評
議
に
尽
力
を
望
ん
で
い
る
。

　
六
月
に
入
っ
て
七
日
、
吉
田
は
寺
島
外
務
卿
に
宛
て
二
瀬
公
信
を
出
し
て

い
る
（
「
外
文
」
晦
㎜
、
躍
）
。
そ
の
同
じ
日
に
吉
濁
は
座
の
私
信
を
出
し
た
。

　
〇
六
h
月
七
口
同
寺
島
宛
　
（
盒
桶
）
。

　
　
極
親
展

　
　
　
重
脩
一
条
に
付
而
是
迄
追
々
親
展
別
論
外
電
信
等
を
以
御
通
知
申
上

　
　
候
付
、
歳
々
御
詳
悉
相
成
農
事
と
慣
習
候
、
此
に
相
省
き
職
官
。
僑
下

　
　
ノ
関
償
金
返
却
一
件
に
付
、
学
外
隠
然
周
旋
可
致
旨
十
年
十
二
月
廿
二

　
　
日
付
別
信
に
蒲
御
指
揮
之
旨
趣
を
領
し
、
極
隠
然
尽
力
致
居
候
様
之
処
、

　
　
去
月
七
日
迄
之
結
果
は
諸
鐙
第
十
二
号
を
縫
帯
進
候
通
に
有
之
候
処
、

　
　
其
後
不
日
に
し
て
上
議
院
の
方
は
委
員
よ
り
該
院
へ
報
告
之
挙
に
及
候

　
　
得
共
、
是
迄
は
投
票
之
儀
に
至
り
兼
候
。
下
院
に
お
ひ
て
も
昨
日
委
員

　
　
よ
り
該
比
え
報
告
に
及
候
。
前
面
は
上
下
院
委
員
の
間
利
足
を
返
却
す

　
　
る
か
否
の
薫
に
関
し
異
見
鯉
鷺
環
蘇
鮒
督
欝
蘇
の
あ
る
の
み

　
　
に
付
、
此
金
額
の
正
く
日
本
政
府
に
属
す
べ
き
物
た
る
の
主
眼
に
お
ひ

　
　
て
は
、
更
に
異
論
あ
る
事
な
し
。
然
る
に
当
国
会
も
本
月
十
七
日
閉
院

　
　
の
筈
な
れ
は
、
余
日
も
無
之
相
成
候
付
、
尚
精
々
注
意
可
相
成
は
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
有
礼
〕

　
　
会
中
に
好
結
果
を
藩
候
様
尽
力
可
仕
候
。
此
儀
に
付
而
は
早
撮
弁
理
公

　
使
在
職
中
津
胃
士
ヘ
ン
リ
ー
氏
之
手
を
経
、
議
院
へ
発
議
相
成
候
以
来
引

　
蛍
葛
慕
に
従
事
尽
力
せ
し
人
数
多
有
之
、
餅
盤
斎
館
雇
ラ
ン
マ
ン
氏
其

　
他
一
両
名
隠
然
援
財
の
儀
有
之
候
畏
縮
、
逐
一
難
尽
筆
紙
、
い
つ
れ
追

　
々
帰
朝
の
命
を
得
、
御
面
悟
之
節
親
敷
上
半
可
致
心
得
に
御
坐
候
。
此

　
件
翼
望
之
如
之
結
果
に
御
坐
候
節
は
、
夫
々
才
力
を
尽
し
、
或
は
散
財

　
を
不
恐
尽
力
候
者
候
へ
は
相
対
申
、
御
報
酬
可
有
之
古
儀
は
、
深
く
致

　
信
用
候
へ
共
、
是
亦
今
よ
り
粗
稻
認
置
候
儀
に
可
有
之
候
。
右
辺
之
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
も
委
細
は
御
面
談
に
あ
ら
さ
れ
は
、
所
謂
情
実
徹
底
せ
さ
る
憂
不
砂
に

　
付
、
此
に
贅
言
を
相
省
き
申
候
。
該
件
は
実
に
国
家
成
否
の
摂
関
、
独

　
う
此
金
額
に
不
止
、
各
国
交
際
上
の
例
規
に
渉
り
非
常
の
大
事
件
た
る

　
は
言
を
零
す
故
、
下
官
職
掌
に
取
り
該
事
件
上
に
付
、
当
国
議
官
等
へ

　
対
し
直
接
に
悪
戯
馬
足
は
、
後
日
之
橋
畔
不
可
測
候
間
、
右
は
彼
よ
り

　
相
促
候
節
は
格
2
4
に
候
。
拙
者
自
己
の
意
思
と
し
て
相
箸
候
儀
は
有
之

　
候
得
手
、
左
な
く
は
未
だ
一
度
も
薩
接
に
せ
し
事
等
更
に
無
之
候
聞
、

　
右
辺
は
更
に
御
安
神
有
之
度
候
。
帯
磁
取
敢
申
上
置
度
（
下
略
）

右
は
本
題
と
は
異
り
、
下
関
償
金
問
題
が
主
で
あ
る
が
、
吉
田
の
外
交
術

の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

　
〇
六
月
七
日
伊
藤
博
文
宛
（
血
撚
）

　
　
　
下
官
担
嶺
重
脩
…
件
も
大
抵
は
整
顛
九
歩
通
迄
は
や
り
付
照
門
に
存

　
　
候
。
今
一
歩
之
処
中
々
随
意
に
参
兼
、
苦
慮
罷
測
候
処
、
今
日
之
電
報

159 （945）



　
に
而
は
、
不
霞
に
し
て
は
一
と
通
り
之
も
の
　
応
証
印
之
儀
に
可
至
と

愚
存
罷
在
候
。
是
は
先
以
今
日
之
一
歩
に
而
、
何
れ
全
体
重
脩
之
時
に

臨
み
、
老
台
欝
欝
御
尽
力
に
而
邦
家
之
御
福
名
相
輝
き
候
様
之
改
正
を

　
署
し
候
外
無
藩
候
（
下
略
…
…
下
関
償
金
の
件
、
委
細
寺
島
宛
報
云
々
、

本
件
ソ
ル
マ
ン
尽
力
等
）
。

十
　
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
紙
幣
局
畏
？

〇
七
月
六
日
得
能
良
介
（
印
刷
局
長
）
宛
（
《
郷
）

　
　
○
条
約
重
脩
一
件
も
大
抵
九
歩
通
計
は
や
り
付
層
間
、
調
印
之
期
も

　
或
は
遠
き
に
有
之
ま
し
く
と
存
候
。
此
際
整
頓
候
へ
は
税
権
挽
回
之
初

　
歩
に
て
、
追
々
他
国
も
同
意
を
さ
る
へ
か
ら
さ
る
能
勢
に
琵
る
べ
し
、

穿
つ
御
嵩
慶
之
事
に
御
坐
候
。
乍
併
談
判
之
諸
件
た
る
や
、
キ
ッ
カ
リ

其
結
局
に
至
ら
さ
れ
は
放
雷
難
事
候
。
下
ノ
関
償
金
返
却
一
件
も
自
今

　
上
下
院
に
弼
評
議
最
中
、
是
も
今
圓
決
議
相
成
可
申
と
被
察
候
。
折
角

　
隠
然
尽
力
仕
居
候
事
に
御
坐
候
。
右
二
件
極
内
密
申
上
置
候
（
下
略
）
。

〇
七
月
六
臼
付
本
田
晋
宛
（
紫
黒
）

　
　
○
重
言
一
件
層
相
運
ひ
候
得
は
、
数
月
な
ら
す
し
て
或
は
奏
績
之
儀

　
も
可
有
之
候
と
存
候
。
左
様
に
候
得
は
玄
同
慶
之
事
（
下
略
）

○
日
不
詳
（
六
月
か
）
松
方
正
義
宛
（
《
P
観
～
椛
）

　
　
重
脩
一
件
に
付
而
は
呑
吐
努
力
を
尽
候
得
は
、
該
件
の
青
畳
と
云
、

　
殊
に
は
前
の
国
務
卿
英
語
質
の
人
立
何
分
捗
取
か
ね
、
漸
近
日
に
至
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
に
も
あ
れ
と
も
）

　
再
々
年
来
御
同
様
之
翼
望
一
点
を
占
得
べ
き
乎
毒
見
認
思
立
繰
言
、
此

　
　
機
を
静
寧
是
認
饅
的
を
得
候
黒
い
た
し
度
、
一
杯
之
尽
力
罷
在
慰
事
に

　
　
御
坐
候
。
併
国
会
も
当
十
七
日
閉
院
繋
馬
な
れ
は
、
国
務
卿
も
彼
是
多

　
　
端
故
、
日
野
　
日
と
遅
延
候
得
共
、
一
方
此
迄
に
は
調
印
之
都
合
に
遣

　
　
り
付
置
候
得
共
、
諸
談
判
事
之
結
果
は
前
以
其
隠
事
を
期
か
た
き
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮫
島
階
号

　
　
に
有
之
候
。
労
辛
配
最
中
に
御
坐
候
。
尚
成
就
影
野
は
尽
電
信
に
て
申

　
　
進
候
様
可
仕
候
。
○
下
ノ
関
償
金
返
却
一
件
も
此
節
上
下
院
に
爺
議
事

　
　
最
中
、
是
も
八
分
通
迄
は
此
会
決
議
可
相
成
と
被
察
候
爵
共
、
是
亦
未

　
　
来
訪
事
放
言
難
仕
候
。
隠
然
尽
力
仕
置
候
得
共
、
此
許
た
る
頗
る
重
件
、

　
　
独
金
額
に
不
止
、
万
国
交
際
例
規
之
一
点
を
新
に
布
事
と
認
候
も
、
或

　
　
は
誤
謬
に
あ
ら
さ
る
程
之
事
故
、
上
下
院
愚
な
と
へ
は
直
接
に
す
る
事

　
　
慨
す
、
殆
困
究
仕
事
も
数
々
有
之
、
御
遠
察
可
案
下
候
。
…
…
仏
英

　
　
　
　
〔
鮫
島
上
野
〕

　
　
四
方
に
鮫
上
両
先
生
の
尽
力
に
て
好
結
果
を
占
候
様
万
骨
之
至
御
坐
候

　
　
（
下
略
）

　
当
晴
松
方
は
在
仏
、
吉
田
の
尊
敬
す
る
先
輩
で
あ
り
、
前
の
国
務
卿
フ
ィ

ッ
シ
ュ
が
親
英
学
だ
け
に
、
や
り
に
く
か
っ
た
内
情
を
披
慌
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
こ
れ
以
後
七
月
二
五
日
調
印
ま
で
の
詳
細
は
略
す
る
が
（
△
P
脇
～
鮒
）
、

吉
田
が
五
月
二
二
日
付
で
寺
島
に
対
し
（
「
外
文
」
翫
鰯
）
、
　
「
恨
事
の
為
め

に
我
主
限
な
る
税
権
挽
回
の
機
を
失
す
る
の
患
な
き
に
催
す
」
と
大
乗
的
見

地
か
ら
護
繁
し
得
べ
き
も
の
は
譲
歩
す
る
よ
う
求
め
、
ま
た
六
月
二
七
日
の

160　（946＞
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交
渉
で
も
米
は
譲
歩
の
色
な
く
「
全
体
の
儀
も
之
が
為
め
に
甘
辛
せ
ら
れ
、

殆
ん
と
破
談
に
至
ら
ん
」
と
し
た
。
そ
こ
で
吉
顧
は
相
当
譲
歩
し
て
、
こ
の

日
を
以
て
交
渉
の
懸
案
は
凡
て
解
決
し
た
（
但
し
こ
の
報
告
「
別
本
第
十
七

号
」
は
七
月
二
霞
発
、
八
月
一
〇
日
・
本
省
着
）
。
　
こ
の
日
寺
島
宛
私
信
は
左

の
通
り
（
ぬ
絹
）
。

　
　
　
此
内
別
書
を
以
税
権
挽
回
之
儀
結
論
に
翠
煙
者
…
…
（
帰
朝
願
）
…
…

　
　
今
便
公
爵
信
十
六
号
を
以
粗
申
進
候
通
、
引
続
き
談
判
上
好
都
合
に
候

　
　
得
者
、
何
分
国
務
卿
常
に
内
外
多
忙
、
殊
に
は
国
会
閉
院
等
之
挙
に
て

　
　
一
層
繁
務
を
加
へ
、
兎
角
遅
延
勝
に
て
、
今
臼
迄
も
結
局
不
至
は
頗
る

　
　
遺
憾
に
候
得
共
、
又
不
差
止
候
。
彼
若
言
を
喰
に
非
さ
れ
は
、
極
暑
に

　
　
不
至
内
調
印
絹
済
可
申
と
存
候
。
左
様
御
了
知
可
墜
下
候
（
下
略
）

　
改
正
に
関
す
る
分
は
短
い
が
、
以
下
吉
田
二
郎
を
代
理
と
し
て
派
遣
す
る

予
定
等
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
大
綱
が
纒
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
処
で

あ
る
。
追
書
に
下
ノ
関
償
金
は
今
回
は
不
成
功
と
あ
る
。

〇
六
月
二
七
日
五
代
才
助
宛
（
《
粥
）

　
　
○
鄙
官
担
当
税
権
挽
回
談
判
も
九
歩
通
迄
に
遣
り
付
候
間
、
今
二
三

　
回
之
中
に
は
調
印
之
都
合
に
可
及
存
候
。
御
同
慶
之
至
御
坐
候
（
下
略
）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
は
な
お
こ
れ
に
関
係
あ
る
諸
家
の
文
書
（
例
え
ば
松
方
・
寺
島
・
伊

藤
・
大
隈
・
五
代
な
ど
）
を
も
付
加
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
も

あ
り
、
吉
田
の
出
銀
盤
を
主
と
し
た
（
但
し
若
干
は
右
諸
家
の
文
書
を
参
照

し
た
）
。
ま
た
既
述
の
よ
う
に
石
井
孝
前
掲
書
が
第
三
章
の
う
ち
、
吉
田
・

エ
バ
ー
ツ
条
約
に
第
三
・
四
節
（
二
二
五
～
二
五
六
頁
）
を
あ
げ
て
お
り
、

本
稿
で
は
、
か
か
る
史
料
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
、
と
い

う
こ
と
で
止
め
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
三
・
一
稿
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
女
子
大
学
激
授
　
京
都
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